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唐沢山…藤原秀郷公の居城趾で、深い歴史を持つ山

新庁舎建設について
（複数の町会長より）新庁舎建設の件については、
十分に時間を掛けてプロセスを踏み市民のため

の建築物を作ってほしい。歴史や文化、環境への配
慮、災害時の市民の安全確保など全市区域を対象に
考慮してほしい。
新庁舎建設については、平成23年度に業者選定、
平成24年度に基本設計と実施設計、平成25年

度から26年度にかけて工事を行う計画です。基本
設計を行う際には、市民の皆さんのご意見をお伺い
します。建設場所については、都市計画法や農振法
等の法令による制限、都市計画マスタープランなど
の土地利用計画との整合性を図ることを考慮し、現
本庁舎敷地に建てることが最善と考えます。

県道桐生岩舟線の整備について
県道桐生岩舟線は昔より佐野の中心道路でした。
電線の地中化等の道路整備を実施して、活性化

へと繋げてほしい。
「佐野市中心市街地活性化計画」において県道桐
生岩舟線を東西軸に、市道１級１号線を南北軸

としてまちなかのシンボル軸としています。地元や
地権者の方々の意向を把握し、県との協働体制の下、
整備を推進していきたいと考えております。

広報紙の月刊化について
市の広報の発行回数について、県内では宇都宮
市や足利市などが十分な検討の結果、月１回の

発行としていると思われます。佐野市においてもぜ
ひ検討をお願いしたい。
広報の発行回数につき
ましては、平成22年

度から事務事業改革改善
プロジェクトにより市内
部及び外部評価者会議等
で話し合いを行いました。
今後の作業として、市民の皆
様の意向を確認しながら、より良い情報の提供とそ
の方法について検討してまいります。

犬の飼い主マナーについて
犬の飼い主マナー向上に関しては町会だけでは
対処できないため、ぜひ条例化をして状況改善

に取り組んでほしい。
犬の糞や鳴き声などの問題は、まず飼い主の方
がマナーやモラルを守ることが何より大切なこ

とです。しかし、啓発活動では改善されない場合も
ありますので、既存の環境に関する条例に犬猫の糞
害防止を加えた条例整備を進めてまいります。

～地域の代表として意見交換を行う～
　８月22日城北地区公民館ホールにおいて犬伏・堀米・旗川・吾妻・赤見地区の町会長46名、11月22日中央公
民館会議室において佐野・植野・界地区の町会長41名が岡部市長との懇談会を行いました。
　地域の代表として、市民生活における様々な問題や不安について２開催併せて16の議題が話し合われました。
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新
潟
県
中
越
地
震　

震
度
７

　

７
月
11
日
、
町
会
長
97
名
が
参
加

し
、
新
潟
県
旧
山
古
志
村
（
現
長
岡

市
）
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

旧
山
古
志
村
は
、
平
成
16
年
10
月

23
日
に
発
生
し
た
新
潟
県
中
越
地
震

に
よ
り
大
き
な
被
害
を
受
け
た
地
域

で
す
。

　

公
共
施
設
を
は
じ
め
全
て
の
建
物

が
何
ら
か
の
被
害
を
受
け
、
住
人
の

８
割
以
上
が
仮
設
住
宅
に
入
居
、
ま

ち
を
象
徴
す
る
錦
鯉
や
闘
牛
の
死
亡

も
相
当
数
に
上
り
ま
し
た
。
村
域
に

通
じ
る
道
路
は
全
て
寸
断
さ
れ
、
全

村
民
が
村
内
に
取
り
残
さ
れ
、
自
衛

隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
避
難
作

業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
土
砂
崩

れ
に
よ
り
河
道
閉
塞
が
発
生
し
、
複

数
の
集
落
で
大
規
模
な
浸
水
被
害
が

発
生
、
ポ
ン
プ
に
よ
る
排
水
や
民
家

の
撤
去
な
ど
の
措
置
が
取
ら
れ
ま

し
た
。

全
国
か
ら
福
島
へ

　

全
国
自
治
会
連
合
会
の
福
島
県
郡

山
大
会
が
10
月
13
日
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
全
国
か
ら
集
ま
る
自
治
会
・
町

会
に
携
わ
る
方
々
と
の
交
流
と
福
島

県
の
復
興
応
援
を
目
的
と
し
た
こ
の

大
会
に
賛
同
し
、
役
員
27
名
で
参
加

し
て
き
ま
し
た
。

　

東
北
自
動
車
道
は
北
に
進
む
に
つ

れ
所
々
道
路
が
隆
起
し
て
お
り
、
完

全
復
旧
ま
で
の
時
間
を
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
が
、
走
行
す
る
車
両
の
多

さ
に
安
堵
を
覚
え
ま
し
た
。
途
中
立

ち
寄
っ
た
郡
山
市
内
の
ド
ラ
イ
ブ
イ

ン
の
従
業
員
の
方
が
「
福
島
が
避
け

ら
れ
て
い
る
の
で
は
…
と
つ
い
考
え

７
年
経
過
し
て

　

私
た
ち
が
訪
れ
た
震
災
か
ら
約
７

年
後
の
旧
山
古
志
村
は
、
そ
の
影
響

を
感
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
復
興
し
て
い

ま
し
た
。
川
が
せ
き
止
め
ら
れ
た
た

め
水
没
し
た
木
籠
集
落
は
、
地
震
の

凄
さ
を
後
世
に
残
す
こ
と
を
目
的
に

現
在
も
そ
の
姿
の
ま
ま
の
状
態
で
保

存
さ
れ
て
い
ま
し
た
（
写
真
）。
今

で
は
主
要
産
業
の
錦
鯉
の
養
殖
も
再

生
さ
れ
、
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文

化
財
「
山
古
志
の
牛
の
角
突
き
（
闘

牛
）」
も
年
12
回
開
催
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

全
員
で
困
難
を
乗
り
切
る

　

地
震
の
際
町
役
場
で
執
務
さ
れ
て

い
た
職
員
の
方
々
に
話
を
伺
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。「
高
齢
者
や
子
ど

も
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
助
け
出
し
た

の
で
し
ょ
う
か
」
と
い
う
問
い
に
、

「
災
害
な
ど
の
緊
急
時
に
は
思
う
よ

う
に
既
存
の
計
画
が
機
能
し
な
い
の

で
、
全
員
で
助
け
合
う
し
か
な
い
。

た
だ
し
、
山
古
志
の
場
合
は
、
ど
こ

の
家
に
高
齢
者
が
い
て
寝
た
き
り
の

方
が
い
る
の
か
大
勢
の
人
が
知
っ
て

て
し
ま
う
。
早
く
皆
さ
ん
が
日
帰
り

で
も
１
泊
で
も
気
軽
に
観
光
に
来
て

く
れ
る
状
況
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と

言
う
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　

大
会
に
は
全
国
よ
り
約
１
０
０
０

人
の
自
治
会
・
町
会
関
係
者
が
集
ま

り
ま
し
た
。
会
場
で
は
東
日
本
大
震

災
「
ふ
く
し
ま
の
記
録
」
と
題
し
た

パ
ネ
ル
展
が
開
催
さ
れ
、
震
災
か
ら

復
旧
復
興
ま
で
の
半
年
間
の
福
島
県

の
軌
跡
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

“
ふ
る
さ
と
”

　

福
島
県
佐
藤
知
事
の
あ
い
さ
つ
に

始
ま
っ
た
大
会
は
、
内
閣
総
理
大
臣

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
郡
山
市
柳
橋
地
区

の
歌
舞
伎
保
存
会
実
践
報
告
と
中
学

生
に
よ
る
白
波
五
人
男
、
東
京
農
業

大
学
小
泉
武
夫
名
誉
教
授
の
食
の
安

全
に
関
す
る
講
演
会
な
ど
災
害
時
の

対
応
や
、
自
治
会
の
重
要
性
を
訴
え

る
内
容
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
最
後
に
安
積
黎
明
高
校
合
唱

団
と
〝
ふ
る
さ
と
〟
を
全
員
で
合
唱

し
、
参
加
し
た
一
人
ひ
と
り
が
思
い

を
胸
に
し
た
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

新
潟
県
旧
山
古
志
村
を
視
察

全
国
自
治
会
連
合
会

　
　
郡
山
大
会
に
参
加

い
た
」
と
の
答
え
が
心
に
残
り
ま
し

た
。
ま
た
、
仮
設
住
宅
に
お
い
て
も

町
内
会
が
自
然
発
生
的
に
組
織
さ

れ
、
皆
さ
ん
に
選
ば
れ
た
町
内
会
長

が
そ
の
後
の
復
興
や
ま
ち
の
再
建
に

大
活
躍
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
、
私
た

ち
も
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

新潟県旧山古志村を視察
福島県郡山市で開催された全国自治会連合会郡山大会へ参加
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１
月
12
日
佐
野
市
町
会
長
新
春
祝

賀
会
（
佐
野
市
文
化
会
館
）、
１
月

27
日
栃
木
県
自
治
会
連
合
会
会
長
研

修
大
会
（
小
山
市
文
化
セ
ン
タ
ー
）

に
お
い
て
、
長
年
に
わ
た
る
町
会
活

動
や
地
域
の
社
会
福
祉
向
上
に
貢
献

さ
れ
た
方
々
が
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま

し
た
。（
敬
称
略
）

︻
佐
野
市
町
会
長
連
合
会
永
年
在
職

町
会
長
20
年
表
彰
︼

川
田
文
次　

亀
井
町

︻
栃
木
県
自
治
会
連
合
会
自
治
振
興

功
労
者
表
彰
︼

︻
佐
野
市
町
会
長
連
合
会
永
年
在
職

町
会
長
10
年
表
彰
︼

石
田
清
純　

伊
賀
町

川
島　

功　

大
祝
町

青
木
茂
伸　

越
名
町

︻
佐
野
市
町
会
長
連
合
会
永
年
在
職

町
会
長
５
年
表
彰
︼

長
谷
川
博　

飯
田
町

竹
澤　

宏　

堀
米
町
（
菊
川
）

小
寺
和
夫　

石
塚
町
（
緑
）

倉
持　

勇　

原
町

清
水
季
則　

吉
水

中
田
金
吾　

新
吉
水
町
南

奥
澤
詔
司　

新
吉
水
町
北

知
久
一
男　

富
士
見
町

︻
佐
野
市
町
会
長
連
合
会
永
年
在
職

町
会
役
員
表
彰
︼

岩
崎　

誠　

大
町

船
渡
川
治
太
郎　

大
町

飯
塚
満
昭　

大
祝
町

島
藤
和
弘　

大
祝
町

手
塚
昌
司　

植
上
町

木
村
克
二　

若
宮
上
町

永
澤
一
男　

富
岡
町
（
南
部
）

前
原　

章　

堀
米
町
（
安
良
町
上
）

　

日
本
人
は
昔
よ
り
旅
好
き
だ
そ

う
で
す
。
万
葉
集
や
古
今
集
を
み

て
も
旅
に
つ
い
て
の
歌
が
非
常
に

多
い
と
の
こ
と
で
す
。

　

現
在
ち
ょ
っ
と
し
た
巡
礼
ブ
ー

ム
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
も
何
か

を
求
め
た
い
と
思
う
気
持
ち
と
、

旅
好
き
な
国
民
性
が
ぴ
っ
た
り
と

合
っ
て
い
る
か
ら

だ
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

観
音
様
は
観
音

経
の
な
か
で
、
三

十
三
身
に
姿
を
変

え
て
人
々
を
救
う

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

●安全 ･安心な暮らしを守る活動　町会では子どもたちの安全を守るため
の自主防犯パトロールや自主防災の組織をつくっています。また、防犯
灯の維持管理や交通安全活動も町会が行っています。

●親睦交流活動　円滑な地域社会を進めるうえで、地域の人々が交流する
ことは非常に重要です。町会では、お祭りや子ども会、敬老会への協力
をとおして子どもから高齢者までの暮らしを後押ししています。

●環境美化活動　地域で快適に暮らせるよう、清掃活動をとおしての環境
美化活動を行っています。ごみ集積所の管理運営も町会が行っています。

●地域情報活動　地域の事業案内や市役所・学校・警察などからの情報を
回覧板や広報の配布を通して、生活に必要な情報を提供しています。災
害時などの緊急時においても有効的な手段であると言われています。

20年表彰の川田文次町会長

町会は地域において様々
な役割を担っています！

こ
の
数
字
に
あ
や
か
っ
た
の
が
観

音
三
十
三
个
所
巡
り
で
す
。

　

佐
野
坂
東
三
十
三
个
所
は
、
救

世
山
東
明
庵
を
開
山
し
た
（
元
禄

四
年
１
６
９
１
年
）本
源
雲
谷
が
、

坂
東
三
十
三
个
所
の
霊
場
に
な
ぞ

ら
え
、
同
十
一
年
に
作
っ
た
も
の

と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

町会は住民の皆さんと共に災害時の対応、隣
近所との絆づくり、いざという時の相互扶助
など地域のために様々な活動を行っている団
体です。町会活動に対してより深いご理解を
いただき、積極的に参加してください。

５/13 第１回理事会　
５/19 東日本大震災義援金贈呈式
５/20 通常総会　
５/29 全市一斉清掃
６/13 第 2 回理事会
６/24 栃木県自治会連合会総会
７/11 管外視察研修会
８/15 町会長だより「からさわ」
 第６号発行
８/19 臨時理事会
８/22 第１回市長との懇談会
10/ ５ 第３回理事会
10/13 全国自治会連合会郡山大会
11/10 栃木県自治会連合会研修会
11/22 第２回市長との懇談会
12/15 第４回理事会
１/12 新春祝賀会（永年町会長・
 町会役員表彰）
１/27 栃木県自治会連合会会長研修大会
２/15 町会長だより「からさわ」
 第７号発行
２/17 栃木県自治会連合会県南ブロック会議
３月 第５回理事会

平成23年度  佐野市町会長連合会

事業経過と予定
佐
野
坂
東
三
十
三
ヶ
所
札
所
巡
り

  

十
八
番
救
世
山
東
明
庵
（
吉
水
町
）

世
を
救
う
大
悲
の
滋
眼
浅
か
ら
ぬ

　
　
　
　

仏
の
ち
か
い
ふ
か
き
吉
水

巡礼歌
佐
野
坂
東
三
十
三
ヶ
所
札
所
巡
り

  

場所：佐野市吉水町925
参考： 「佐野市史 民俗編」
 「田沼町史 自然・民俗編」
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編
集
後
記

◆
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健

や
か
な
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。今
年
度
は「
会

報
か
ら
さ
わ
」
を
第
６
号
、
第
７
号

と
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

発
行
に
あ
た
り
各
町
会
長
の
皆
さ
ま

の
積
極
的
な
原
稿
作
成
、
身
近
な
交

流
活
動
の
投
稿
、
関
係
さ
れ
た
方
々

の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
私

た
ち
の
安
心
安
全
な
暮
ら
し
に
つ
い

て
の
考
え
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し

た
。
町
会
長
連
合
会
で
は
、
こ
れ
を

機
に
研
修
視
察
な
ど
を
と
お
し
て
、

地
域
防
災
の
在
り
方
を
見
直
す
こ

と
、
そ
し
て
住
民
の
皆
様
と
も
う
一

度
我
が
身
を
守
る
こ
と
に
つ
い
て
共

有
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

◆
今
号
で
唐
沢
山
周
辺
の
６
町
会
に

よ
る
取
組
み
を
紹
介
い
た
し
ま
し

た
。エ
リ
ア
を
越
え
た
共
同
事
業
は
、

他
の
地
域
に
と
っ
て
好
例
と
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。
今
後
こ
の
よ
う
な
事

業
の
広
が
り
に
期
待
が
持
て
ま
す
。
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飯
田
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佐
野
市
町
会
長
連
合
会
は
全
域
１
６
７
町
会
で

組
織
さ
れ
て
い
ま
す

　12 月４日、唐沢山周辺６町会（栃本上・栃本
下・富士町（上）・富士町（下）・奈良渕町・田之入
町）が中心となり、藤原秀郷公のムカデ退治にな
ぞらえ「唐沢山城跡ムカデ（ごみ）退治」と題し
たごみ拾いを実施しました。
　唐沢山は現在国指定史跡化を進めています。本
紙のタイトルでもあり、ハイキングやドライブに
多くの観光客が来る風光明媚な山ですが、ごみの
対策には地元の方々も悩まされてきました。そこ
で、周辺６町会がタッグを組み地域の環境は地域
で守ることを決意し、地元が誇る文化・史跡とな
るために行動を起こしました。
　当日は、町会をはじめ老人会や田沼高校の生徒、
地域内の施設の職員さん、地元企業の協力もあり
約３００名が参加しました。３つの山道に分かれ

て山頂を目指し、斜面のごみを苦労して拾い上げ
る姿も見られました。ごみの中には家庭から出さ
れるベッドやタンスまであり、マナーの向上や不
法投棄の抑止に今後より一層取り組まなければな
らないと決意を新たにされたようです。
　集められたごみは燃えるごみが約１トン、燃え
ないごみと粗大ごみが約４トンにも上りました。
町会長さんからは「集まってくれた皆さんのおか
げで山が綺麗になりました。ただ、思っていたよ
りごみが多く残念に思っています。訪れる方々に
は、ふるさとの山を敬う心を持ってほしい」と話
していました。
　この活動は、今後も実施されるということです
ので、ぜひ多くの皆さんの参加をお願いいたし
ます。

　

12
月
３
日
「
～
地
球
と
人
に
や
さ

し
い
〝
エ
コ
と
ち
ぎ
〟
づ
く
り
～
と

ち
ぎ
環
境
県
民
大
会
」
に
お
い
て
、

堀
米
町
（
菊
川
）
町
会
の
「
菊
沢
川

の
清
流
と
コ
ウ
ホ
ネ
を
守
る
会
」が
、

と
ち
ぎ
の
環
境
美
化
県
民
運
動
功
労

団
体
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。　

　

同
賞
は
、
環
境
意
識
の
更
な
る
高

揚
と
環
境
美
化
活
動
を
通
し
て
の
地

域
の
交
流
や
協
力
を
深
め
〝
と
ち
ぎ

の
人
間
力
〟
の
形
成
を
目
的
に
、
環

境
美
化
活
動
に
顕
著
な
団
体
の
功
績

を
称
え
て
い
ま
す
。

　

同
町
会
は
、
水
質
汚
染
が
進
み
つ

つ
あ
っ
た
菊
沢
川
を
定
期
的
な
清
掃

活
動
で
清
流
へ
と
蘇
ら
せ
ま
し
た
。

平
成
19
年
に
ナ
ガ
レ
コ
ウ
ホ
ネ
（
絶

滅
危
惧
種
）
が
確
認
さ
れ
る
と
直
ぐ

に
有
志
に
よ
る
「
菊
沢
川
の
清
流

と
コ
ウ
ホ
ネ
を
守
る
会
」
を
結
成
。

コ
ウ
ホ
ネ
の
数
は
現
在
５
～
10
倍
に

増
え
て
い
る

そ
う
で
す
。

日
本
一
の
群

生
地
に
な
る

こ
と
を
目
標

に
活
動
を
続

け
て
い

ま
す
。

堀
米
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菊
川
）町
会

「
菊
沢
川
の
清
流
と
コ
ウ
ホ
ネ
を
守
る
会
」

と
ち
ぎ
の
環
境
美
化
県
民
運
動

功
労
団
体
表
彰
を
受
賞


